
ごみに関するゴール

ごみ減量プラン発動！
～ ごみをへらすことは　未来を守ること ～

堺市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）
～概要版～

清掃工場搬入量

3.3万トン
減量！

１人１日あたり
家庭系ごみ排出量

63グラム
減量！

１日あたり
事業系ごみ排出量

22トン
減量！

2021年3月

堺市環境マスコットキャラクター
「ムーやん」



基本理念・基本方針
基本理念

基本方針① 4Rのさらなる推進

『ともに取り組み、実現する。
　　　　環境負荷の少ない「循環型のまち・堺」』

●食品ロスを含む家庭系生ごみの削減
●使い捨てプラスチック削減
●家庭ごみ有料化の導入
●事業系ごみの適正排出の推進
●リユースの推進

●家庭系古紙類の回収強化
●ごみと資源の分別徹底
●事業系古紙のリサイクル推進
●清掃工場搬入手数料改定の検討
●各種リサイクル法に基づく推進

①Refuse（リフューズ）・・・ごみとなるものをことわろう
②Reduce（リデュース）・・・ごみとなるものを減らそう
③Reuse（リユース）・・・・・・くり返し使おう
④Recycle（リサイクル）・・・再資源化しよう

●家庭系ごみの減量化・リサイクルに関する情報発信
●事業系ごみの減量化・リサイクルに関する情報発信

●事業系一般廃棄物のリサイクル体制の整備
●事業系食品廃棄物の減量・リサイクルの促進

基本方針② ごみに関わる多様な主体の連携・協働

基本方針③ 環境に配慮した
　　　 安全・安心で安定的な処理体制の構築

●家庭系ごみ分別収集運搬制度の見直し
●事業系ごみ収集運搬制度の見直し
●清掃工場搬入制度の見直し
●ごみ排出方法の周知や指導の徹底
●高齢者等排出困難者への対応

●中間処理施設整備の推進
●廃棄物発電等の熱エネルギーの有効利用
●焼却施設等の適正な維持管理
●災害に強い処理体制の構築
●ごみの減量化・リサイクルの推進による
　最終処分量の削減

　4Rとは次の4つの言葉の頭文字で、Recycle（リサイクル）は最後の手段とし、Refuse（リフューズ）、
Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）を優先して推進することとしています。
　本計画では、RefuseとReduceの２Rに積極的に取り組み、ごみ全体の減量をめざします。

4Rとは…
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※ 下線部は重点的に実施していく施策
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※ 生活ごみに含まれるリサイクル可能なものの割合
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2019
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2030
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2019
（基準）

2030
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3.3万トン削減

63グラム削減

3.3％低下

22トン削減

2.4 2.0

0.4万トン削減

指標名 実績 今後の方向性

19.2％

9.4％

57％※

17.3％

低下

低下

上昇

上昇

（万ｔ）

清掃工場搬入量

計画目標と取組指標

主な取組指標（重点的施策の今後の方向性を決めるもの）

計画目標（達成すべき目標とするもの）

分別まちがい率※

（ ）

1人1日あたり家庭系ごみ排出量
（ ）

1日あたり事業系ごみ排出量

最終処分量
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※2018年度実績

生ごみに占める「手付かず食品」の割合

生活ごみに占めるリサイクル可能な「その他古紙（雑がみ）」の割合

事業系一般廃棄物減量等計画書のごみ排出量に占める「再資源化量」の割合

リサイクル率

ごみ処理に2019年度は、約77億円、市民1人あたり約9,200円の経費がかかっています。
ごみ処理経費は市民の皆様に一律で負担をお願いしており、環境保全の観点に加え、費用対効果の向上
などにより効率的なごみ処理体制の構築を進めます。

ごみ処理経費はどのくらい？

新

市では、
より安全・安心で
安定的な処理体制の
構築をめざし、

減量化・リサイクルを
進めています。

市では、
より安全・安心で
安定的な処理体制の
構築をめざし、

減量化・リサイクルを
進めています。
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ごみ処理施設整備の推進
・クリーンセンター東工場第二工場と臨海工場の2工場で主
にごみの処理を行っています。現在の体制では、稼働率が
高い状況が続いており、更なるごみの減量化・リサイクルが
必要です。

・高稼働率の解消や災害時を見据えた処理能力を確保できる
新清掃工場の建設に向け「施設整備計画」を策定します。

災害に強い処理体制の構築
・近年全国各地で自然災害が多発しています。　　　　　　
市では、南海トラフ地震等の大規模災害に備え、堺市災害
廃棄物処理計画を策定、災害廃棄物の処理をより迅速かつ
適正に進めるため、災害廃棄物の収集・処理体制の構築に
努めています。

１．家具を固定する
　　家具や電化製品を壁に固定するなど転倒防止対策をしておくことが大切です。

２．いらないものを捨てておく
　　断捨離を行い、不要な物は普段から整理しておきましょう。
　　特に、ブラウン管テレビ、古いパソコンなどの電化製品。

【災害ごみを出さないために日頃から気を付けること】
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〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号
TEL（072）228-7478　FAX（072）229-4454
堺市配架資料番号　1-I3-20-0328

堺市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）～概要版～
2021年3月発行

堺市 環境局 環境事業部 環境事業管理課

クリーンセンター 臨海工場

クリーンセンター 東工場 第二工場

無料ごみ分別アプリ「さんあ～る」とは・・・ 
分別や収集日がわからないときは「ごみの分別辞典」、「収集日カレンダー」など
便利な機能が満載のごみ分別アプリを活用して下さい。

iPhone 用 Android 用
分別辞典では排出したい品目名から
分別方法を簡単に検索できます。

今日が何の収集日か
すぐに分かります。 

今すぐダウンロード

ムーやんメモ


